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過程,成長機構解明-の糸口を見つけることを目的としている｡実験では電極入 りで,セシウ

ム,水素ガスと同時にバッファガスとして 1気圧程度のヘ リウムを封入したセルを製作し用い

た｡セシウム原子の励起にはArレーザー光 (457.9nm)を主として用いたがこの波長は光

電子放出の効率が高 く,他のレーザー光による Harpoonin牢,効果の増加は生じないことが

確認できた｡比較的高温の下で,レーザースノーを電界により集めると電極上で樹枝状結晶が

生成されるが,この結晶はフラクタルであることが兄いだされた｡この現象を簡単化したモデ

ルにより計算機シミュレーションを行ったところ,類似の.形が再現できた｡実験結果とフラク

タル次元を比較することによりフラクタル結晶の成長がⅤLS機構によるものであると推測さ

れた｡

15.WT一皿トカマクにおける電子

サイクロ トロン福射の計測

山 崎 晃

電子サイクロトロン第 2高調波塙射 (ECE)は, トカマクプラズマの電子温度の時間発展

及び空間分布を測定する有力な手段となっているが, ECEのスペクトルは,電子の速度分布

関数に非常に敏感であり, ECEスペクトルに基いて速度分布関数を推定することができる｡

WT-Ⅱでは高周波電流駆動の実験を行っており,高周波により生成された高速電子群がプラ

ズマ電流を担っている｡したがって電流駆動の機構を明らかにするためには,これら高速電子

群の生成過程を知ることが重要である｡高速電子群が存在するときには,福射はェネルギーの

高い高速電子が,吸収は密度の高いバルク電子が主体 となる｡そこでECEスペクトルの時間

変化から高速電子群のエネルギー,密度の時間発展を推定することを試みた｡

測定は,70,80, 90, 100GHzの受信器を用いて大半径方向 (R方向 ),垂直方向 (I

方向 )から行ったoR方向からの測定では,視線に沿って磁場が変化しているため,相対論的

効果を考慮すると,高速電子の共鳴位置は,バルク電子の共鳴位置の内側 にあり,高速電子から

の福射はバルク電子による吸収を受ける｡ Z方向からの測定では,磁場が一定であるため,バ

ルク電子による吸収が起こらず,高速電子からの頼射を直接観測できるoR方向からのスペク

トルは,バルク電子の吸収が支配していることを確認 した｡ Z 方向からのスペクトルのピーク
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は,時間と共に低周波側に移動し,平均エネルギーの増大が確認できた｡ピークの2範 からの

ずれは,高速電子群が50keVのMaxwell分布であるとすれば説明できる.これは硬X線波

高分析の結果とも矛盾しない｡また塙射強度は,高周波印加と同時に急激に増大し,約10msec

で飽和する｡これは,エネルギーと密度が急激に増大することを示している｡

16.THERMAL INSULATION

-MinimizationofHeatLeakintoaCryogenicStorageSpace-

BorauzimaM.S.RUGAIGANISA

Thefinalaim oftheentireresearchistofindthemosttechnicallyeffectiveandeconomic

waytostorelargequantitiesofliquidheliumwithminimallossesduetoevaporation.Beforedesign

andconstructionofthefinalstoragespertinentheattransferdatahadtobeobtained.Todothisa

220-literSUS304testdewarwasconstructed.

Thehelium containerofthedewarhangsbytheneckaroundwhichthereisa25-litreliquid

nitrogentank.Surroundingthecontainerisacopperradiationshieldwhichisshieldedfrom仇eouter

jacketradiationby30layersofAl-Polyester-AIsuperinsulationfoils.Additionauy,theshieldis

cooledbya"cryominlrefrigerator"to45K.Aroundtherefrigeratorheadiswoundamanganin-Wire

heaterusedtoraisetheshieldtemperatureasrequired.Thedewarhas59temperaturemeasurement

points.

Duringthisrunnosuperinsulationswerewrappedaroundthecontainer.Themainobjectives

weretodeterminetheeffectiveemissivity,ebetweenthecontainerandshieldsurface;and,the

efficiency,Eoftheevaporatedheliumgasinstoppingtheconductionheatleak,Cfromreachingthe

containerfrom theliquidnitrogentemperatureof773K.

Todothis,twomainexperiments,basedon也eliquidevaporationlossmethod,werecon-

ducted.Inthefirst,ametal-Oxideresistorheaterwasdirectlyintroducedintothehquid.Theheating

powerwasvariedtodifferentvaluesandthecorrespondingsteady-stateevaporationflowrate,fwas

measured･Ⅰnthesecondexperiment,theradiationshieldtemperaturewasvariedandagain′was

measured.

FromtheresultsofExperiment2thevaluee≡0.027wasestimated.Itwascon丘rmedwhen,

byusingit,resultsfrombothexperimentsagreed･Theconductionstoppageefficiencywassub-
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